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酒蔵通り景観条例制定の要望書提出 

 

日  時 平成 24年 12月 13日（木）午前 

提 出 先 藏田義雄 東広島市長および坂本一彦 東広島市議会議長 

提 出 者 前垣壽男 理事および中越信和 運営委員長 

要望書名 西条・酒蔵通り及び周辺地区の文化的な資産や景観を保全するための 

  西条景観条例の作成等の要望 

要望内容 （１）西条・酒蔵通り及び周辺地区の文化的な資産や景観を保全するための

景観条例の作成 

 エリアの設定と景観づくりの方針 

（例 酒蔵通り地区、西条駅北側地区、龍王山麓地区等） 

 建築物、屋外看板等についてのガイドライン 

（例 建築物の高さ：酒蔵の煙突の高さ以下、色彩、素材等） 

（２）文化歴史的資産の積極的な保全・再生 

 酒蔵、煙突、古民家・町家等文化歴史的な建築物や資産等の積極的な

保全と再生 

（３）地下水条例の作成 

 世界や日本に誇る良質な水資産としての西条の地下水の保全に関す

る条例の作成 

 

要望書提出の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藏田市長へ提出 

 

 

 

 

坂本議長へ提出 
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平成24年 12月 14日 

中国新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■関係記事 

平成 24年 6月 6日 中国新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

平成24年 10月 19日 

中国新聞 
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平成24年 10月 30日 中国新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 11月 24日 中国新聞 
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平成24年 11月 30日 中国新聞 
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■参考資料 

参考１ 『東広島市の景観まちづくりに関するアンケート調査報告書』の要点 

 

 広島大学では，平成 21 年度の地域貢献研究のひとつとして「東広島市における景観まち

づくりのための基礎的調査と方策の提案」を行った。ここでは，景観保全条例制定の申し入

れに関連する参考資料として，本調査において明らかになったデータの要点を示す。なお，

本調査は，岡橋秀典を代表者とし，中坪孝之・淺野敏久を共同研究者として行われた。本要

点をまとめたのは淺野敏久であり，このまとめに関する責任は淺野にある。 

 

東広島市の景観まちづくりに関するアンケート調査 

調査実施者： 岡橋秀典（研究組織：岡橋秀典・淺野敏久・中坪孝之） 

調査方法 ： 東広島市全域を対象にした WEB アンケート調査（調査委託先：(株)インテー

ジ） 

 実施期間：2009 年 8 月 20 日〜8 月 24 日 

 回収結果：回収数 668 人（有効回答 649 人） 

回答者属性： 年齢（20 代 28.4％，30 代 32.8％，40 代 25.9％，50 代 9.9％，60 歳以上 3.1％） 

 性別（男性 50.1％，女性 49.9％） 

 地域別（西条 38.4％，八本松 13.7％，志和 2.0％，高屋 14.8％，黒瀬 11.2％，

福富 0.2％，豊栄 1.4％，河内 2.5％，安芸津 2.0％） 

 

調査結果（抜粋）： 

●身の回りの景観に関心があるという回答は 80％以上である。 

●景観づくりに関心があると答えた人は約 70％に及ぶ。 

●東広島市の「好きな景観」のトップは，「酒蔵のある旧山陽道沿いの景色」で 55.2％の人

が選んでいる。 

●「大切にして後世に残したい景観」のトップも「酒蔵のある旧山陽道沿いの景色」で 63.8％

の人が選んでいる。 

●行政の果たす役割として，「市独自の条例等により具体的な規制・誘導を行う」を支持す

る人は 65％であった。 

注：景観条例を支持する割合について，報告書では文章にはこう書いてあるものの，掲載したグラフに不備があった。

そのため，岡橋秀典（2010）「東広島市における市民の景観意識と景観づくりへの課題」（広島大学総合博物館研究

報告，２，19-33）のデータで確認し正しい結果を記した。 

 

要点：回答した東広島市民の多くは，身の回りの景観に関心があり，景観づくりにも関心を

持っている。東広島市を代表する景観として「酒蔵のある旧山陽道沿いの景色」を 6

割前後の人が選択し，他の景観要素を大きく引き離す結果となった。行政にはいろい

ろな景観施策を期待しているが，景観条例制定を支持する人も 65％と高い割合になっ

た。
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参考２『東広島市の観光・レクリエーション環境に関するアンケート調査報告書』の要点 

 

 広島大学では，平成 17 年度の地域貢献研究のひとつとして「合併後の東広島市がめざす

べき観光振興のありかた検討に向けた基礎的な調査と方策の検討」を行った。ここでは，

景観保全条例制定の申し入れに関連する参考資料として，本調査において，東広島の景観

に関する市民意識として明らかになったデータの要点を示す。なお，本調査は，淺野敏久

を代表者とし，岡橋秀典・山崎博史・フンク=カロリンを共同研究者として行われた。本要

点をまとめたのは淺野である。 

 

東広島市の観光・レクリエーション環境に関するアンケート調査 

調査実施者： 淺野敏久（研究組織：淺野敏久，岡橋秀典，山崎博史，フンク=カロリン） 

調査方法 ： 東広島市全域を対象にした無作為抽出・郵送法によるアンケート調査 

 実施期間：2005 年 10 月 14 日〜10 月 31 日 

 回収結果：配布数 2,999 通，回収 802 通（回収率 26.7％） 

回答者属性： 年齢（10 代 4.1％，20 代 10.2％，30 代 12.3％，40 代 15.6％，50 代 19.5％，

60 代 19.8％，70 歳以上 18.1％，無回答） 

 性別（男性 43.3％，女性 56.1％，無回答） 

 地域別（西条 31.9％，八本松 14.3％，志和 6.1％，高屋 18.2％，黒瀬 13.2％，

福富 1.9％，豊栄 2.0％，河内 3.7％，安芸津 8.5％，無回答） 

調査結果（抜粋）： 

●東広島市の観光レクリエーションの魅力として「酒と酒造りの文化」と答えた人が 69.3％

と，2 番目以降（30％台）を大きく引き離してトップであった。 

 

●東広島市観光のテーマ・シンボルになるものとして「酒」を選んだ人が 68.7％であった。 

 

●東広島市の文化資源の活かし方として「史跡や文化財，町並みなど文化景観の保全」を

選んだ人は 61.7％であった。 

 

●「酒」に活かし方について尋ねたところ，「酒蔵地区の町並み保全」が 56.5％に達し，2

番目以降の「酒まつりの拡充」（36.4％）や「酒にちなんだ特産品の開発」（34.7％）を

大きく引き離した。 

 

要点：この調査は直接的に景観について調べた調査ではなかったが，市民の酒や酒蔵地区

に対する意識の一端を知る結果が得られた。回答した東広島市民の約 7 割は，東広

島の個性を「酒」や「酒づくり」にあると評価している。東広島市の文化資源の活

かし方として「文化景観の保全」を約 6 割の人が支持している。まちづくりへの「酒」

の活かし方としても，町並み保全を支持する人がもっとも多く，町並み保全・景観

保全は東広島市の地域づくりの大前提と位置づけるべきことを示唆している。 


